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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 4,384 10.9 217 21.5 225 18.1 126 5.2
22年3月期第3四半期 3,954 △1.2 178 △31.9 190 △27.6 119 10.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 62.15 ―
22年3月期第3四半期 59.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 3,541 1,842 52.0 907.56
22年3月期 3,134 1,738 55.4 856.66

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  1,840百万円 22年3月期  1,737百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
8.00 8.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,600 7.9 200 3.4 210 1.2 105 △22.5 51.77



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表
に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 2,030,180株 22年3月期  2,030,180株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,973株 22年3月期  1,973株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 2,028,207株 22年3月期3Q 2,028,207株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済状況は、国内企業の収益が一部海外地域への輸出増

加や設備投資の増加により緩やかに回復してきたものの、引き続き、失業率が高水準にあることなどか

ら、雇用環境、所得環境は厳しい状況でありました。また依然として、為替相場の変動リスクなどによ

る回復停滞や海外経済の金融不安の懸念が残る不安定な状況が続いております。  

このような経済状況のもとで、当社グループ当第３四半期連結累計期間の建設工事事業におきまして

は、住宅取得促進への諸政策、住宅エコポイント制度、省エネ対応設備への補助金制度、住宅ローンに

対する金融機関の低金利施策の効果から回復基調へと推移いたしました。当社の取扱商品のうち、特に

住宅エコポイント対象商品の省エネ対応型サッシや太陽光発電システムの設置は受注件数が増加し、業

績が伸長いたしました。  

住宅等サービス事業においては、シロアリ対策の新規依頼件数が減少していることや防湿商品の需要

も年々減少傾向にあり、継続して新規顧客の開拓、シロアリ再施工工事の既存顧客の掘り起こしや床下

環境改善の防湿商品の販売促進を実施したものの、業績はわずかながら減少いたしました。 

ビルメンテナンス事業においては、社員教育の徹底により品質の高いサービスを提供し、他社との差

別化を図っており、また、首都圏においては、継続して都市整備に伴うビルプロジェクトや高層マンシ

ョンの建設が進行しており、既存顧客の維持と新規顧客の開拓に注力したことにより、業績は伸長いた

しました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,384百万円(前年同四半期比10.9％増)、営業利益

は217百万円(前年同四半期比21.5％増)、経常利益は225百万円(前年同四半期比18.1％増)、四半期純利

益は126百万円(前年同四半期比5.2％増)となりました。 

  

  

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて407百万円増加し、3,541

百万円となりました。主な増減は、現金及び預金の増加353百万円、売掛債権の増加155百万円があった

ものの、営業所用地の売却による土地の減少55百円があったことによるものであります。 

負債は、前連結会計年度末に比べて303百万円増加し、1,698百万円となりました。主な増減は、短期

借入金の増加144百万円、仕入債務の増加102百万円があったことによるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べて103百万円増加し、1,842百万円となりました。主な増減は、利

益剰余金の増加109百万円、その他有価証券評価差額金の減少6百万円があったことによるものでありま

す。 

この結果、１株当たり純資産は、前連結会計年度末に比べて50円90銭増加し、907円56銭となりまし

た。また、自己資本比率は、52.0％(前年同四半期は50.6％)となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

㈱NITTOH(1738)　平成23年3月期 第3四半期決算短信

－2－



  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、352百万円

増加(前年同四半期は42百万円減少)し、当第３四半期連結会計期間末には948百万円(前年同四半期は

642百万円)となりました。 

営業活動による資金の増加は、178百万円(前年同四半期は99百万円の減少)となりました。これは、

主に税金等調整前四半期純利益229百万円に加えて、仕入債務の増加による資金の増加102百万円があっ

たものの、売掛債権の増加による資金の減少155百万円があったことによるものであります。 

投資活動による資金の増加は、74百万円(前年同四半期は38百万円の増加)となりました。これは、主

に社用地などの有形固定資産の売却による収入63百万円、定期預金の払戻による収入42百万円、があっ

たものの、定期預金の預入による支出43百万円があったことによるものであります。 

財務活動による資金の増加は、100百万円(前年同四半期は19百万円の増加)となりました。これは、

短期借入の増加144百万円があったものの、長期借入金の返済27百万円、配当金の支払額16百万円があ

ったことによるものであります。 

  

  

今後の見通しといたしましては、引き続き、雇用不安や所得環境への懸念を背景として、新築住宅着

工件数が低水準で推移する厳しい状況で推移と思われます。 

 しかしながら、当社グループの建設工事事業におきましては、住宅エコポイント制度、省エネ対応設

備への補助金制度の施策効果から、特に住宅エコポイント対象商品の省エネ対応型サッシや太陽光発電

システムの設置は受注が順調に推移しております。  

このような状況を踏まえ、通期の業績予想につきましては、平成22年11月５日の業績予想を修正し、

連結売上高5,600百万円、連結営業利益200百万円、連結経常利益210百万円、連結当期純利益105百万円

を見込んでおります。 

 なお、業績予想数値の詳細につきましては、平成23年２月10日に開示いたしました「業績予想の修正

に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

(キャッシュ・フローの状況)

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年

３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日)を適用しております。  

これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ423千円、税金等調整前四半期純利益は4,144千円

減少しております。 

また、当会計基準適用開始による資産除去債務の変動額は1,348千円であります。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

１. 固定資産の減価償却費の算定方法

２. 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

1. 資産除去債務に関する会計基準の適用
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 986,885 632,983

受取手形及び売掛金 808,787 653,076

たな卸資産 414,092 405,479

その他 87,937 91,712

貸倒引当金 △10,210 △7,360

流動資産合計 2,287,492 1,775,891

固定資産

有形固定資産

土地 563,586 619,477

その他（純額） 324,769 334,947

有形固定資産 888,355 954,424

無形固定資産

のれん 45,028 72,903

その他 10,736 11,924

無形固定資産 55,765 84,827

投資その他の資産 311,073 328,286

貸倒引当金 △1,461 △9,419

固定資産合計 1,253,732 1,358,120

資産合計 3,541,224 3,134,012

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 474,410 371,560

短期借入金 465,000 321,000

1年内返済予定の長期借入金 4,800 31,120

未払法人税等 30,242 42,340

賞与引当金 37,229 73,100

完成工事補償引当金 18,200 15,800

その他 245,161 134,978

流動負債合計 1,275,042 989,898

固定負債

長期借入金 － 1,440

退職給付引当金 255,608 252,372

長期未払金 24,840 24,840

その他 143,316 126,886

固定負債合計 423,764 405,538

負債合計 1,698,807 1,395,437
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 186,072 186,072

資本剰余金 145,813 145,813

利益剰余金 1,501,806 1,391,983

自己株式 △623 △623

株主資本合計 1,833,068 1,723,245

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,643 14,228

評価・換算差額等合計 7,643 14,228

少数株主持分 1,706 1,101

純資産合計 1,842,417 1,738,575

負債純資産合計 3,541,224 3,134,012
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 3,954,685 4,384,672

売上原価 2,758,926 3,129,663

売上総利益 1,195,758 1,255,009

販売費及び一般管理費 1,016,893 1,037,715

営業利益 178,865 217,293

営業外収益

受取利息 260 182

受取配当金 818 995

受取手数料 1,764 897

補助金収入 6,000 1,231

その他 6,960 7,892

営業外収益合計 15,803 11,198

営業外費用

支払利息 3,445 2,695

たな卸資産廃棄損 35 338

その他 502 330

営業外費用合計 3,983 3,364

経常利益 190,685 225,127

特別利益

固定資産売却益 － 7,505

前期損益修正益 － 1,767

特別利益合計 － 9,272

特別損失

固定資産除却損 80 137

固定資産売却損 － 235

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,721

投資有価証券評価損 － 375

投資有価証券売却損 8 －

特別損失合計 88 4,468

税金等調整前四半期純利益 190,596 229,931

法人税、住民税及び事業税 83,640 86,191

法人税等調整額 △12,051 17,086

法人税等合計 71,589 103,278

少数株主損益調整前四半期純利益 － 126,653

少数株主利益又は少数株主損失（△） △853 605

四半期純利益 119,860 126,048
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 190,596 229,931

減価償却費 17,234 17,835

のれん償却額 8,163 11,967

賞与引当金の増減額（△は減少） △32,096 △35,871

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 1,000 2,400

退職給付引当金の増減額（△は減少） 18,182 3,236

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △100,000 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,675 △5,107

受取利息及び受取配当金 △1,078 △1,178

投資有価証券評価損益（△は益） － 375

前期損益修正損益（△は益） － △1,767

支払利息 3,445 2,695

有形固定資産売却損益（△は益） － △7,270

固定資産除却損 80 137

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,721

売上債権の増減額（△は増加） △130,172 △155,710

たな卸資産の増減額（△は増加） △60,518 △8,613

仕入債務の増減額（△は減少） 90,758 102,850

未払金の増減額（△は減少） － 68,995

その他 15,799 49,875

小計 26,071 278,503

利息及び配当金の受取額 1,078 1,178

利息の支払額 △3,422 △2,725

法人税等の支払額 △123,701 △98,925

営業活動によるキャッシュ・フロー △99,973 178,030

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △33,864 △43,673

定期預金の払戻による収入 35,054 42,467

有形固定資産の取得による支出 △4,726 △6,959

有形固定資産の売却による収入 484 63,627

無形固定資産の取得による支出 △1,238 △80

投資有価証券の売却による収入 40 －

子会社株式の取得による支出 △58,525 －

保険積立金の積立による支出 △1,185

保険積立金の解約による収入 101,239 1,297

貸付けによる支出 △800 △500

貸付金の回収による収入 558 465

その他 △65 19,191

投資活動によるキャッシュ・フロー 38,157 74,651

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 93,000 144,000

長期借入金の返済による支出 △57,180 △27,760

配当金の支払額 △16,225 △16,225

財務活動によるキャッシュ・フロー 19,594 100,014

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △42,222 352,696

現金及び現金同等物の期首残高 685,137 595,427

現金及び現金同等物の四半期末残高 642,915 948,123
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当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) １  事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２  各区分の主な事業内容 

(1) 建設工事事業 ……………… ガス関連各種住宅設備工事(主に温水床暖房工事) 

               太陽光発電装置設置工事 

               その他一般住宅設備工事(空調及び各種冷暖房工事) 

               給排水(上下水道配管)工事 

               各種建築及びリフォーム工事 

               住宅耐震補強システムの販売、耐震診断、企画、コンサルティング 等 

               ＦＲＰ防水・シート防水、改修防水及びその他各種防水工事 

(2) 住宅等サービス事業 ……… シロアリ予防、駆除、再予防作業、防湿及び防湿剤作業 

(3) ビルメンテナンス事業 …… ビルの窓、外壁のクリーニングサービス 

               マンション、公共施設などの清掃管理作業サービス 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

本邦以外の国又は地域に所存する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

建設工事事業 
(千円)

住宅等サービ
ス事業 
(千円)

ビルメンテナ
ンス事業 
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に 
    対する売上高

2,181,800 770,497 1,002,386 3,954,685 ― 3,954,685

(2) セグメント間の内部 
    売上高又は振替高

─ 1,691 70 1,761 (1,761) ―

計 2,181,800 772,189 1,002,456 3,956,446 (1,761) 3,954,685

営業利益 17,888 139,130 142,170 299,189 (120,324) 178,865

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

いるものであります。  

当社グループは、工事及び作業サービスの種類別に事業活動を展開しております。従って、当社グルー

プは工事及び作業サービスの種類別セグメントから構成されており、「建設工事事業」、「住宅等サービ

ス事業」及び「ビルメンテナンス事業」の３つを報告セグメントとしております。 

「建設工事事業」は、戸建住宅及び中規模建築物の温水床暖房、太陽光発電装置設置、空調及び各種冷

暖房、その他のガス関連設備工事、各種建築及びリフォーム工事、ＦＲＰ防水、シート防水、改修防水及

びその他各種防水工事、住宅耐震補強システムの販売、耐震診断などをしております。  

「住宅等サービス事業」は、シロアリ予防、駆除、再予防作業、防湿及び防湿剤作業、ハウスクリーニ

ング作業などをしております。 

「ビルメンテナンス事業」は、ビルの窓、外壁のクリーニングサービス及びマンション、公共施設など

の清掃管理サービスなどをしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

  

 
(注) １  セグメント利益の調整額△124,368千円には、セグメント間取引消去△28,635千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用153,003千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当

社の総務部等管理部門に係る費用であります。 

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

【セグメント情報】

(追加情報)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(注)２建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 2,441,075 760,317 1,183,279 4,384,672 ─ 4,384,672

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

393 1,206 1,596 3,195 △3,195 ─

計 2,441,468 761,524 1,184,875 4,387,868 △3,195 4,384,672

セグメント利益 67,545 140,170 133,945 341,661 △124,368 217,293

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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